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Regional Foundation Studies on the Ecology of Octopus Vulgaris LAMARCK -II 

On the Spawning of Octopus. 

AKIMOTO Yoshimasa 

前報で之本県沿岸のマダコの漁獲量の年変動と移動および海況について報告した水産生物の漁獲量の

年変動の原因を解析するためには，その生物の生活史と生態知見は基本的な資料である。

伊丹他1)2) (1963)，高橋3) (1963)，伊丹他4)(1964)，丹下他5)6 ) 7) ( 1965 )，などはマダコの稚仔の生

態lζ関して種苗生産技術の開発を行いながら，稚ダコの走光反応，餌料の種類と成長，水温と摂餌活

動，解化日数など多くの知見を報告している。井沢町(1961)，田中9)( 1960 )，はマダコの蓄養と養成

について，また，勝谷10)(1968)，はマダコの標本放流を試み移動と成長lζ関して報告じている。しか

し自然のマダコの生活史と生態lζ関する報告は少なく，北太平洋沿岸のマタ。コ lζ関しては，田中11)

(1958)，藤本12)(1958)，藤富13) ( 1976 )， の報告がみられる程度である。 幸い昭和 51年iと指定研究

の助成を受託したので，乙の間行ったマダコの測定結果と，当場で昭和40年以降保存していた測定結

果の資料を用い，マダコの漁獲時の大きさ，年別の大きさの変化，生殖腺の月別変化，および体重と

体長の関係など、について整理を行なったので，乙乙 lζ報告する。

本研究を行うに当り，適切なる指導を賜った，奥谷喬司博士lζ深謝の意を表わすと同時lζ，マダコ

の蒐集と計測にど協力いただいた当場大和田淳主任研究員，佐藤照研究員iζ厚くお礼申し上げます。

めじl立

法

マダコの漁獲時の大きさに関しては， 1965~1975 年まで，各市場lζ水揚げされるマダコの体長，

体重の測定値 1，326尾と， 1976年~ 1978年までの 3ヶ年に本県沿岸でタコ壷，小型底曳網，刺網，

つ臼
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および素もぐり潜水，などにより採取されたマダコの測定資料を用いた。 3ヶ年の測定尾数は全長と

体重のみの個体が 1，050尾，精密調査は 1976年 98尾(♀ 67尾， O 31尾)， 1977年 93尾(♀ 54尾，古

39尾)， 1978年 179尾(早 103尾， O 76尾)，計 370尾である。 各部位の測定は田中14)の記載方法に

よった。
卵長:卵巾長は卵巣の l部を切りとって 10%ホルマリンで固定後その 1部を切りとって投映機で 1

個体当り 20~ 30個の測定値を平均した。
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1. マダコの大きさ

本県沿岸で冬期lζ漁獲されるマダコの年次別，個体別，の大きさを調べるため，

で才
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重
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での体重の分散状況を図1. 図21L整理して示す。との両者の図から年lとより本県で漁獲されている

マダコの大きさに特徴のある乙とが理解される。 即ち 1971年， 1976年のように体重が 1，000g以

下のマダコの出現がみられず大型ダコのみ漁獲される年と， 1967年， 1970年， 1977年および 1978

年のように体重が 1，000g以下の小ダコが出現している年K分かれる乙とである。 1969年はそのど

ちらでもない中間型と考えられる。年iζより漁獲物の大きさが相違する現象は産卵期の変動lζ原因し

ていると考えられる。即ち，伊丹4)他の人工採苗の稚ダコの発育結果から，各年のマダコの大きさを

逆算して産卵期を推定すると， 1977年， 1978年のよう1<:.6月から 7月頃まで体重 100g前後の稚ダ

コが出現して， 12月頃まで継続する乙とは，マダコの産卵が 4月頃から 11月頃まで長期lζ連続して

いると考え.られる。逆に 1971年， 1976年は体重の分散からみて産卵期が春先きの 4月頃iζ短期間l乙

行われたものと考えられる。藤富14)，藤本131，は漁民のききとり調査をまとめ，茨城県の冬期K南下

してくるマダコは， "移動ダコ"と称され，大夕、、コであると記載している。しかしζの南下ダコは本

県沿岸より， 1月以降南下するマダコである乙とから.図1. 2から明らかのように必ずしも大ダコ

のみではなく，年により，小，中，ダコを主体とした群の年もあると云える。
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図 3Iζ1976年12月から 1977年12月までの雌雄別マダコの漁獲体重組成の月別変化を示した。 図

から明らかのように雌雄とも 1976年は 12月から 2月にかけ次第lζ小型化の傾向が認められる。 ζの

現象は前報のタコ壷の漁獲物の大きさの変化と同じで，水温の低下l乙対して大ダコのほうが反応が早

い。反応が早いため，中~小タコより先lζ本県以南に移動すると思われる。

1977年7月iζ100g， 8月には 200g前後の個体が出現し，その後各月の体長範囲は 9月 100g~ 

800 g， 10月 100g ~ 1， 100 g， 11月 100g ~ 1， 600 gとなっている。 乙のように 7~8 月時lζ出
現した小ダコの成長に伴う体重の増大は認められるが，その後も 12月まで各月 lζ100g前後の稚ダコ

が出現しているのが前年と異なる。

1978年は前年 2ヶ年と異なり 100g前後の小ダコでなく 5月から 8月IL1，000 g前後の親ダコ

が出現している。乙の親ダコの出現は， 1977年 12月に本県沿岸で小ダコ (100g前後)が南下移動した

ものが再びその後成育し，北上してきた群と考えるか，また茨城県で 10月lζ産まれて生育し，本県lζ

来遊してきた群，のいづ‘れかと推定される。乙の群は 9月以降本県の沿岸で漁獲されなくなる。乙の

理由は産卵のため岩礁城iζ婿集し，漁獲しずらくなるためと考えられる。
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乙の 5 月 ~8 月 l乙出現する親夕、、コは漁獲量としては量的に少ないが，本県沿岸で産卵する可能b..

ある。乙のζ とについては生殖腺の頃で述べる乙とにする。本県沿岸で漁獲されるマダコの体重と体

長の月別の関係は図 41ζ示すとおりである。
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2. 生殖腺の季節変化

マダコの体重と卵巣重量の月別変化を調べるため1978年の結果を図5-1 ~51ζ示した。図から明
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月l乙入ると生殖腺重量が図 5-3にみられるよ

l乙急激に小さくなる。 ζの現象は 10月の出現位

が，その年の発生した小型マダコ群のみとなるためと思われる。乙の小型事は体重と卵巣重量lと手

相関が認められる。 11月は前月 lζ比較して成長l乙伴う体重の増加がみられるが卵巣重量は 2g以T

ある。 12月i乙入ると大型個体の出現がみられ，体重分散範囲も 1，000g ~ 2， 000 gとなるが生殖医

量は最高 20gでまだ未成熟である。 2月Iζ入るとさらに成熟がすすみ卵巣重量が40gの個体も昇

れるが 5~6 月 lζ出現し←卵巣重量 100g 前後と比較すると産卵同だまだ遠いようである。
乙のように生殖腺重量4季節変化からみて，本県・沿岸でのマ夕、、コは夏期lζ小ダコが出現し，開

成長して冬期には大ダコの親まで、成育するが，本県沖では産卵せず， 12月以降茨城県以南で産卵寸

と考えられる。しかし親ダコが 1978年の 5~7 月のように出現する年lζは本県でも夏期(6~9 月 1
でマダコの産卵の可能性があると考えられる。

らかのようにら月の体重は 200gから l，500g，

その卵巣重量の範囲は 15g~30g である。治、在
の主体である体重は 500g以下で，その卵重量{

10定以下の未発達のものが多いが，なかに体重201

~ぬOg でも卵巣重量が 30~20gの個体がみらj

るがしかし，体重 1，500gの大型ダコでの卵巣l

量は，およそ 10gで未発達で乙の時期には総体!

と卵巣重量の関係は明確ではない。 6月lζ入る 1

体重 1，500g前後の卵巣重量は発達が著しく J

高で 107g ILも達し，産卵が真近いと思われる i

またなかには 8g前後で未発達のものもみられる

なお体重 1，000g前後のものは卵巣重量は 10g 

後で，まだ未成熟である。 7月に入ると， 1，000 

以上では卵巣重量は 20g~60gで、前月より成熟
すすむ。 8月lζ入ると体重が 500g以下の小ダ

の個体が主体となり大ダコはどく僅かである。

月も生殖腺の発達したのが 2個体みられるが，

の他大部分小型群で卵巣重量は未成熟である。
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1977年 2月から 1979年2月までのマダコの月別卵巣重量の組成と同期間の副精爽腺重量の組成を

図6， 図71乙各々 示す。

図6より季節別の卵巣重量の変化がわかる。 1977年8月から 12月まで卵巣重量は 10g以下で， 1 

個体のみ 20gが出現しているが全個体未発達で本県でのマダコの産卵は考えられない。 1978年は前

年と異なり 5月から 8月の時期lζ卵巣重量 80~ 110 gの個体が出現している。 ζの卵巣重量の重い個

体は先K述べた同年 5月から 8月lζ出現している体重1.5 kg前後の親夕、、コである。乙の群を除けば

1978年も 1977年とほぼ出現時期，卵巣重量の変化は同じようである。さらに両年とも卵巣重量は南

下の最終時期でも 1979年2月の最高卵巣重量 40gの個体を除けば，大部分が 20g以下である。乙の

ように卵巣重量の季節的変化からも本県沿岸のマダコは 10月頃から冬期にかけ卵巣重量の発達は認

められるが平年の場合は産卵は行われず茨城，千葉県で 3~6 月産卵すると推定される。さらに 1978

年 5 月 ~9 月 K出現した生殖腺の発達している親ダコの産卵の可能性を検討をするため，卵長径と卵

短径を測定した結果を図 8 ，図 91乙示す。乙の結果から最大卵長径は 6 月 ~8 月， 2.0mmを超えて

いるものが多くみられる。しかし同時期の小ダコの生殖腺は未発達で 1mm 以下である。 11月から

3月にかけて発達するのが認められる。また，卵短径の変化も同様な傾向がみられる。田村16)の記載
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図 8 マダコの月別平均卵長径の変化 図9 マダコの月別平均卵短径の変化へ

lζよればマダコの卵は長楕円形で長径 2.3 ~ 2. 5 mm. 短径 O.85 ~ O. 95 mmとある。乙のように卵

のサイズから推定すると， 6 月 ~8月 lζ出現する卵長径 3.0mm以上の個体は卵短径でも 0.7~0.95mm

k成育し，乙の時期 lζ産卵可能な大きさのマダコと考えられる。なお 2 月 ~3 月頃 lともH曜は 2.0mm

を超える個体が出現するが，その卵短径の成長が0.5mm前後で、発育が悪く，本県での産卵は行われ

ないようである。さらiζ，前報で報告したように田中 12)の方式で求めた成熟度指数でも 1978年 6

月 ~9 月 lζ高い指数を示す産卵可能個体の出現が図 10 からも認められる。 ζ のように 1978年 6月~

9月lζ出現した 1000g ~ 2500 gの親ダコは乙の結果からも本県沿岸で産卵が可能群と推定される。

ζのζ とを実証するため， 1978年6月 29日より 8月 10日までタコ壷 65個を四倉沖前域水深43m

k投入し， 10日間ごとにマダコの産卵状態を調べたが 1尾も漁獲されず1と終った。
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要 約

1・ 本県沿岸で冬期lζ漁獲されるマダコは 1，000g以上の大型群のみの年と，小型，中型，大型，が

2混522LZ;Li2LL33T27;L1rzziL15:L;酬期が

長期にわたると考えられる。

3 マダコの全長と体重の関係は下51rで求めら;るい

!? 6月 w=0.00178283L 

r = 0.993836 

8月
w= 0.154506L2・04385 8月

r = 0.900918 
10月

w= 0.01192791}・16301 10月

r = 0.946568 

w= 0.00779V・8405
r = 0.986846 
w= 4.51433L1・

087

r = 0.42513 
w= 0.0420037V・40凶

r = 0.943618 

12月 w=0.0835523V・31653

4 平年だと本県ニヶ;月叩コが出現するが年山 6~8 月叩コ( 1叫 2，50。
g)の出現がみられる。稚ダコ (100g 以下)は茨城県沿岸で 3 月 ~6 月に発生し幼稚仔期，稚ダコ

5期l;;JZ:rzrzrzffJffL上吋た胤られる。
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6. マダコの生殖腺重量と成熟度指数の月別変化lζより推定して本県沿岸で平年の場合Kマダコの産

卵は認められない。しかし 5 月 ~7 月頃に親ダコが出現する年には，その群は産卵する可能性があ

る。
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